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総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
川
尚
一

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

市
民
税
で
、
作
業
員

の
方
が
市
内
に
多
い
が
、
こ
の

給
与
所
得
者
の
中
に
は
ど
の
程

度
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

弁　　
除
染
等
の
作
業
員
の

給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
今
回

補
正
前
よ
り
700
名
程
度
増
え
て

お
り
反
映
し
て
い
る
。
事
業
所

や
、
事
業
別
に
お
い
て
も
、
公

事
業
等
の
給
与
所
得
が
伸
び
て

き
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
所
得

に
関
し
て
は
、
給
与
補
償
等
の

賠
償
関
係
も
こ
れ
か
ら
算
定
さ

れ
、そ
の
分
の
収
入
が
上
が
る
。

質　

疑　

災
害
記
録
誌
に
つ
い

て
、
追
補
し
て
ペ
ー
ジ
数
も
増

え
る
が
、
い
ま
だ
に
災
害
が
継

続
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
予
定
は
。

答　

弁　

追
補
に
当
た
っ
て

は
、
意
見
交
換
会
の
意
見
等
を

参
考
に
し
、
支
援
団
体
、
支
援

物
資
、
義
援
金
等
の
状
況
に
つ

い
て
、
最
大
で
50
ペ
ー
ジ
ぐ
ら

い
増
刷
す
る
こ
と
で
予
算
額
を

計
上
し
た
。
平
成
25
年
以
降
に

つ
い
て
は
、
年
度
版
で
、
時
系

列
的
な
も
の
を
中
心
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
、
印
刷
で

き
る
形
で
や
っ
て
い
く
。

質　

疑　

広
域
消
防
鹿
島
分
署

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
３
月
議

会
で
調
査
費
を
議
決
し
た
候
補

地
の
変
更
に
つ
い
て
の
経
緯
は
。

答　

弁　

見
直
し
に
当
た
り
、

検
討
会
を
３
回
行
っ
た
。「
消

防
鹿
島
分
署
建
設
候
補
地
」
を

提
案
い
た
だ
き
、
12
カ
所
の
中

で
検
討
を
し
た
。
選
定
を
行
っ

た
結
果
、
池
田
木
材
舎
北
、
江

垂
字
大
六
天
地
内
の
民
有
地

４
千
380
平
方
メ
ー
ト
ル
が
、「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
想
定
区

域
外
で
あ
り
、
幹
線
道
路
に
隣

接
し
、
市
街
地
へ
近
い
た
め
最

も
適
地
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
候
補
地
と
し
た
。

質　

疑　
３
月
議
会
で
議
決
を

し
た
場
所
を
変
更
す
る
に
当

た
っ
て
、
執
行
部
と
し
て
議
会

の
議
決
権
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

弁　　
議
決
い
た
だ
い
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
大
変
重
く
受

け
と
め
て
お
り
、
議
会
に
お
い

て
変
更
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
執

行
す
る
考
え
は
な
い
。
新
た
に

認
め
て
い
た
だ
い
た
上
で
予
算

執
行
を
し
て
い
く
。

質　

疑　

鹿
島
消
防
施
設
の
供

用
ま
で
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間

が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

答　

弁　

測
量
設
計
及
び
地
質

調
査
は
、
今
年
11
月
か
ら
来
年

の
１
月
で
終
了
す
る
。
基
本
設

計
は
来
年
３
月
で
終
え
る
予
定
。

そ
の
後
、
実
施
設
計
を
来
年
４

月
か
ら
９
月
ま
で
を
見
込
み
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
建
設
工
事

を
開
始
し
、
平
成
30
年
３
月
に

竣
工
、
４
月
供
用
開
始
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
条
例
制
定

質　

疑　

市
民
か
ら
継
続
的
に

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
施
策

に
反
映
し
て
協
働
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
目
的
だ
と
思
う
が
、

今
回
の
条
例
を
制
定
す
る
に
当

た
り
、
こ
の
配
慮
が
ど
の
よ
う

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

答　

弁　

基
本
的
に
い
た
だ
い

た
意
見
に
つ
い
て
は
、
ま
と
め

る
の
で
は
な
く
、
い
た
だ
い
た

意
見
を
そ
の
ま
ま
結
果
と
し
て

公
表
し
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
公
表
し
て
い
る
。
条

例
制
定
後
も
同
様
に
公
表
し
て

い
く
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
意

見
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
７
条

に
「
提
出
さ
れ
た
当
該
政
策
等

の
案
に
つ
い
て
の
意
見
を
十
分

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
形
で
義
務
と
し
て
お

り
、
意
見
に
つ
い
て
は
十
分
考

慮
し
成
案
に
し
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

請　

願

南
相
馬
市
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
制
定

質　

疑　

個
人
番
号
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
で
、
行
政
と
国
民
、

市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
い
う
も
の

が
具
体
的
に
想
定
さ
れ
る
の
か
。

答　

弁　

国
全
体
で
は
、
税
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
課
税
客

体
の
と
り
漏
れ
が
な
い
、
把
握

の
仕
方
が
漏
れ
た
り
し
な
い
こ

と
と
、
福
祉
に
お
い
て
の
二
重

福
祉
費
給
付
が
な
い
と
い
う
扱

い
や
、
福
祉
が
十
分
行
き
渡
っ

て
い
な
い
、
申
請
が
な
か
な
か

し
に
く
い
と
い
う
人
を
救
っ
て

い
く
こ
と
を
国
で
は
狙
っ
て
い

る
。国
民
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

各
種
の
手
続
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
は
税
に
係
る
手
続
、
福
祉

に
係
る
手
続
及
び
防
災
に
係
る

手
続
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

申
請
事
項
の
証
明
書
な
ど
の
提

出
が
不
要
に
な
り
、
各
課
を
回

る
必
要
が
な
く
な
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
市
民

情
報
が
他
に
も
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
強
固
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
た
め
、
費
用
が
か
か
る

こ
と
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

変更になった広域消防鹿島分署建設予定地
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常
任
委
員
会
審
査
報
告

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

奥
村
健
郎

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

原
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
計
画
の
、
利
用
者
希

望
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　　
具
体
的
に
は
、
風
呂

の
増
築
、
健
康
器
具
更
新
、
駐

車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と

区
画
線
の
整
備
を
行
う
。

質　

疑　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
考
え

か
伺
う
。

答　

弁　　
認
知
度
不
足
に
よ
り

紛
失
や
廃
棄
も
危
惧
さ
れ
る
た

め
、
今
後
、
広
報
に
特
集
ペ
ー

ジ
を
設
け
、
お
知
ら
せ
す
る
。

質　

疑　

居
住
再
開
支
援
深
井

戸
掘
削
事
業
に
つ
い
て
。
３
月

議
会
で
、
１
井
戸
500
万
円
で

あ
っ
た
が
、
今
回
、
900
万
円
以

上
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

 

一
方
、
深
井
戸
整
備
事
業
補

助
金
で
は
、
１
井
戸
80
万
円
か

ら
150
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、
公

平
性
、
公
正
性
の
面
で
問
題
が

無
い
の
か
伺
う
。

答　

弁　　
価
格
差
が
非
常
に
大

き
い
こ
と
は
指
摘
の
と
お
り

で
、掘
削
の
工
法
変
更
や
資
材
・

部
材
な
ど
、
極
力
費
用
を
抑
え

た
い
。
公
共
事
業
は
、
申
請
や

実
績
報
告
な
ど
諸
経
費
が
発
生

し
、
金
額
が
か
さ
む
も
の
と
思

う
が
、
極
力
安
価
で
住
民
が
納

得
で
き
る
金
額
に
努
め
て
い
き

た
い
。

質　

疑　

小
高
区
小
中
学
校
再

開
事
業
に
つ
い
て
。
子
ど
も
た

ち
を
住
民
が
見
守
る
体
制
が
大

事
だ
が
、
来
年
２
学
期
の
学
校

再
開
に
向
け
て
、
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

弁　　
学
校
再
開
に
あ
た
っ

て
は
、
安
心
し
て
学
習
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
最
も
大

事
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在

の
仮
設
校
舎
は
、
耐
用
年
数
を

超
え
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
総

合
的
に
判
断
し
、
２
学
期
の
再

開
が
最
善
で
あ
ろ
う
と
考
え

た
。
最
優
先
す
べ
き
は
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
の
改
善
で

あ
り
、
防
犯
対
策
や
学
習
面
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
ト
ー
タ
ル
で

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

修
正
案
の
提
案
／
提
案
理
由

　

新
規
で
計
上
の
深
井
戸
整
備

事
業
補
助
金
を
０
円
と
す
る
。

さ
ら
に
居
住
再
開
支
援
深
井
戸

掘
削
事
業
の
増
額
分
を
０
円
と

す
る
。
提
案
理
由
と
し
て
は
、

個
人
の
資
産
形
成
に
資
す
る
内

容
で
あ
り
な
が
ら
、
補
助
金
交

付
対
象
が
曖
昧
で
あ
り
、
公
平

性
・
公
正
性
が
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
支
援

対
象
を
整
理
し
た
上
で
の
計
上

が
望
ま
し
い
と
判
断
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案
を
可
決
。

修
正
案
を
除
く
原
案
に
つ
い
て

反
対
討
論　　
個
人
番
号
カ
ー
ド

等
交
付
事
業
に
つ
い
て
。
個
人

情
報
の
漏
え
い
に
よ
る
犯
罪
被

害
の
懸
念
や
、
あ
ら
た
に
市
民

に
負
担
を
か
け
る
内
容
で
あ
る

と
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
修
正

案
を
除
く
原
案
に
反
対
。

賛
成
討
論　

今
回
の
補
正
は
、

カ
ー
ド
不
正
使
用
や
犯
罪
被
害

防
止
に
も
用
い
ら
れ
る
予
算
で

あ
り
、
き
ち
ん
と
計
上
し
、
犯

罪
が
起
き
な
い
よ
う
努
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
修
正

案
を
除
く
原
案
に
賛
成
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案
を
除
く

原
案
可
決
。

南
相
馬
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
。
市
民
の
負
担
を
ど

う
考
慮
し
た
の
か
伺
う
。

答　

弁　　
住
民
基
本
台
帳
法

が
、
番
号
法
の
改
正
と
同
時
に

な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
住

基
カ
ー
ド
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
導
入
を
規
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
当
初
の
交
付
手

数
料
は
無
料
で
、
紛
失
等
の
場

合
の
再
交
付
に
際
し
て
、
手
数

料
を
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論　
　

こ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
も
、
情
報
漏
洩
問
題

が
払
拭
で
き
ず
、
制
度
そ
の
も

の
が
国
民
に
不
利
益
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
反
対
。

賛
成
討
論　

審
査
対
象
は
、
手

数
料
の
一
部
改
正
条
例
で
あ
り
、

可
決
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
ツ

ケ
が
市
民
に
回
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
成
立
が
必
要
だ
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条

例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

市
が
市
長
に
対
し
、

許
可
を
求
め
る
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
が
、
何
を
想
定
し

こ
の
よ
う
な
文
言
と
し
た
の
か
。

ま
た
、
条
文
に
は
苦
情
処
理
規

定
も
あ
る
が
、
設
置
者
と
許
可

権
者
が
同
じ
場
合
、
苦
情
に
対

し
ど
う
対
処
す
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

設
置
者
は
、
指
定
管

理
者
も
想
定
し
て
い
る
が
、
個

別
に
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

全
体
を
一
元
的
に
管
理
す
る
観

点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
条
文
構

成
と
し
た
。苦
情
に
対
し
て
は
、

事
務
局
で
あ
る
生
活
環
境
課
が

中
に
入
り
、
適
正
・
迅
速
に
対

応
す
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

再開を待つ小高小学校


